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平
成
九
年
第
二
回
足
側
会

各
中月
と含
≧
亘
干
】巳
概
要

平
成
九
年
度
当
初
予
算
な
ど
可
決

日

脇
１

今
定
例
会
に
は
、

「議
会
の
委

任
に
よ
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ

い
て
」
の
報
告
条
件
二
件
、

「平
成

八
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予

算
（第
六
号
と
「平
成
九
年
度
小
浜

市

一
般
会
計
予
算
」
な
ど
の
議
案

四
十
八
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
六
日
は
、

専
決
処
分
に

伴
う
報
告
二
件
、

「
平
成
八
年
度

小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

六
号
と

な
ど
議
案
十
二
件
が
上

程
さ
れ
、

質
疑
、

採
決
を
行
い
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

続
い
て
常
任
委
員
の
所
属
変
更

を
行
い
、

新
し
い
常
任
委
員
を
決

定
し
ま
し
た
。

（新
所
属
は
別
記

の
と
お
り
）

翌
七
日
に
は
、

「平
成
九
年
度
小

浜
市

一
般
会
計
予
算
」
な
ど
議
案

三
十
六
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
九
年
度
の

一
般
会
計
、

特

別
会
計
、

企
業
会
計
の
そ
れ
ぞ
れ

の
予
算
規
模
は
次
の
と
お
り
で
す
）

［
一
般
会
計
］

一
四
四
億
五
〇
八
六
千
円

［特
別
会
計
］

九
三
億
二
〇
三
六

一
千
円

［企
業
会
計
］

十

一
億
六
六

一
二
万
円

提
案
理
由
の
説
明
に
先
が
け
て

市
長
か
ら
、

ヨ

一期
目
の
当
初
予

算
を
編
成
す
る
最
初

の
年

で
あ

り
、

「
誠
実

・
堅
実

・
着
実
」
を

基
本
姿
勢
に
し
、

初
心
に
か
え
り

施
策
実
現
に
向
け
、

全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
む
」
と
の
表
明
が
な
さ

れ
、

そ
の
後
、

上
程
さ
れ
ま
し
た

予
算
、

条
例
等
の
議
案
に
対
し
て
、

質
疑
を
行

い
、

各
所
管
の
常
任
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

翌
八
日
か
ら
十
二
日
ま
で
を
休

会
と
し
、

十
三
、

十
四
日
の
両
日
、

本
会
議
を
再
開
。

八
人
の
議
員
が
市
政
各
般
に
わ

た
り
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
ハ
イ
ラ
イ
ト
は

別
記
の
と
お
り
）

続

い
て
、

請
願

一
件
、

陳
情
三

件
を
委
員
会
付
託
し
、

引
き
続
き

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
辞
任
が

提
出
さ
れ
、

許
可
の
後
、

新
た
に

五
議
員
を
議
会
運
営
委
員
会
委
員

に
選
任
し
ま
し
た
。

（委
員
は
別

記
の
と
お
り
）

十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
を
休

会
と
し
、

そ
の
間
、

各
常
任
委
員

会
を
開
催
し
て
、

付
託
議
案
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

二
十

一
日
に
本
会
議
を
再
開

し
、

陳
情
六
件
を
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
決
定
し
ま
し
た
。

続

い
て
、

各
常
任
委
員
長
か
ら

付
託
議
案

に

つ
い
て
の
審
査
経

過
、

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、

各
委
員
長
に
対
す
る

質
疑
並
び
に
討
論
、

採
決
を
行
い
、

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

続
い
て
、

請
願

一
件
、

陳
情
二

件
を
採
択
、

陳
情
二
件
を
不
採
択

と
し
、

意
見
書

一
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

引
き
続
き
議
案

一
件
が
上
程
さ

れ
、

質
疑
、

採
決
の
結
果
、

原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

最
後
に
人
事
条
件
二
件
が
提
出

さ
れ
、

全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。こ

れ
を
も

っ
て
、

今
定
例
会
に

付
議
さ
れ
ま
し
た
事
件
を
全
て
議

了
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

艶
隷
つ
醒
運

革損1定守いlt筆|ヨ1寝

弾
十
一

61日 本会議

会期決定、報告、補正予算上程、

質疑、採決、常任委員所属変更

本会議

議案(予算 `条例)上程、質疑、

委員会付託

本会議  一般質問

本会議
一般質問、請願、

陳情委員会付託、議会運営委

員会委員の辞任、指名

休 会  (委員会審査)

本会議

閉会中の継続審査、

常任委員長報告、

質疑、討論、採決、

意見書、質疑、採決、

副議長選挙、

議案(補正予算)上程、質疑、採決

議案(人事条件)上程、採決

諮問(人事条件)上程、採決

休



第
四
十

一
代
副
議
長

深

谷

嘉

勝

こ
の
た
び
三
月
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

市
政

と
議
会
の
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
本
市
で
は
、

高
速
広
域
交
通
体
系
の
整
備
が
最
も
大
き
な
課
題
で

す
。

新
幹
線
を
は
じ
め
琵
琶
湖

・
若
狭
湾
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
鉄
道
建
設
、

近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
な
ど
の
早
期
実
現
、

ま
た
、

福
祉
政
策
の
充
実
、

生
活
環
境
整
備
な
ど
こ
れ
ら
山
積
す
る
重
要
課
題
の
推
進
に
向
け
て
議
員

一
九
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、

市
民
の
皆
様
方
の

一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【2】― 市議会だよ

柔議

【報秘
生Ｈ】

報
告
第
２
号

報
告
第
３
号

【議
案
】

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

レ

議
案
第
４
号

じ

議
案
第
５
号

議
案
第
６
号

じ

議
案
第
７
号

）

議
案
第
８
号

レ

議
案
第
９
号

ｒ

議
案
第
１０
号
ブ

議
案
第
１１
号

▼

議
案
第
１２
号

レ

議
案
第
略
号

議
案
第
１４
号

ｖ

議
案
第
１５
号

ｖ

議
案
第
１６
号

ｖ

議
案
第
１７
号

ｒ

議
案
第
１８
号
）

議
案
第
１９
号

レ

議
案
第
２０
号

レ

議
案
第
２‐
号
′

議
案
第
２２
号
／

議
案
第
必
号
ノ

議
案
第
２４
号
″

議
案
第
２５
号

，

／
議
案
第
２６
号

レ
議
案
第
２７
号

γ
議
案
第
２８
号

，
議
案
第
２９
号

ャ
議
案
第
３。
号

ッ
議
案
第
３‐
号

す
議
案
第
３２
号

″
議
案
第
３３
号

メ
議
案
第
３４
号

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
６
号
）

平
成
８
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
８
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
８
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

平
成
８
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

平
成
８
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
８
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

平
成
８
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

平
成
８
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

平
成
８
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

（第
３
号
）

平
成
８
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
及
び
小
浜
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
事
業

会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

平
成
８
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

平
成
９
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予
算

平
成
９
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
９
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
９
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
９
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
９
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
予
算

平
成
９
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
９
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
９
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
９
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
９
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
及
び
小
浜
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
事
業
会
計
予
算

平
成
９
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
予
算

小
浜
市
総
合
開
発
審
議
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
の
公
の
施
設
の
使
用
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
立
幼
稚
園
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
町
並
み
保
存
資
料
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
文
化
会
館
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
営
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
衛
生
管
理
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

市

長

一
受

　

理

ク
　
　
　
一　
　
　
　
ク

原
案
可
決

クク

委員長  石 橋 和 彦

副委員長 岡  明 男

委 員 石 野  保
ク  岡  泰 宏
ク  中野 健 一 郎
ク  福 本  晃
ク  松 尾  岡J



【3】 市議会だよリー

委員長 山 口 貞 夫

副委員長 岡  明 男

委 員 山 崎 勝 義
ク  河 端 勝 次
ク  石 橋 和 彦
ク  松 尾  岡J

委員長 中野健 一
郎

副委員長  水 尾 源 二

委 員 宮 川 建 一

ク  深 谷 嘉 勝
ク  岡 本  治
ク  木 橋 正 昭

委員長 山 本 益 弘

副委員長 岡  泰 宏

委 員 杓 子  明
ク  川 畑 潤 子
ク  福 本  晃
ク  浜 岸 禾U 一

委員長 新 谷 高 司

副委員長 石 野  保

委 員 岡 尾 正 雄
ク  野 村 定 彦
ク  村 上 一 司
ク  山 藤 貞 雄

‐′，
議
案
第
３５
号

≡
議
案
第
３６
号

ン
議
案
第
３７
号

″
議
案
第
３８
号

ｙ
議
案
第
３９
号

ｙ
議
案
第
４０
号

，
議
案
第
４‐
号

↓
議
案
第
４２
号

ｙ
議
案
第
４３
号

け
議
案
第
４４
号

議
案
第
４５
号

議
案
第
４６
号

，

議
案
第
４７
号

■

議
案
第
４８
号
　
．

議
案
第
４９
号

！

議
案
第
５。
号

▼

議
案
第
５‐
号
ｇ

【諮
問
】

諮
問
第

１
号

麗!雇

雪鰭

Ｈ８
陳
情
第
５
号

Ｈ８
陳
情
第
６
号

Ｈ８
陳
情
第
７
号

Ｈ８
陳
情
第
８
号

配
陳
情
第
１７
号

Ｈ８
陳
情
第
２‐
号

Ｈ８
陳
情
第
２２
号

Ｈ８
陳
情
第
２４
号

陳
情
第
１
号

陳
情
第
２
号

陳
情
第
３
号

【意
見
書
】

意
見
書
案
第
２
号

小
浜
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
不
燃
物
埋
立
処
分
場
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

若
狭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

小
浜
市
働
く
婦
人
の
家
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
営
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
簡
易
水
道
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

辺
地
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
及
び
変
更
に
つ
い
て

青
年
学
級
の
開
設
に
つ
い
て

嶺
南
広
域
行
政
組
合
の
設
立
に
つ
い
て

嶺
南
地
区
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て

公
立
小
浜
病
院
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
７
号
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

特
別
養
護
老
人
施
設
に
条
件
整
備
を
求
め
る
請
願

「米
兵
暴
行
事
件
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
の
陳
情
書
に
つ
い
て

住
専
処
理
に
関
す
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

住
専
処
理
に
国
民
の
税
金
を
使
わ
な
い
よ
う
に
求
め
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る

陳
情
書

住
専
処
理
へ
の
公
的
資
金
導
入
に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

国
民
本
位
の
介
護
保
険
制
度
の
早
期
確
立
に
つ
い
て
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
書

医
療

・
福
祉

・
介
護
な
ど
医
療

。
社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
る
陳
情
書

消
費
税
増
税
の
中
止
を
も
と
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

消
費
税
五
％
へ
の
増
税
中
止
を
求
め
る
陳
情
書

児
童
福
祉
法

「改
正
」
に
か
か
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

Ｊ
Ｒ
東
小
浜
駅
改
築
早
期
実
現
に
か
か
る
陳
情

日
韓

。
日
中
新
漁
業
協
定
の
早
期
締
結
に
関
す
る
陳
情

日
韓

・
日
中
新
漁
業
協
定
の
早
期
締
結
に
関
す
る
意
見
書

クク

原
案
同
意

ク

採

　

択

一ｙ

継
統
審
査

ククク

不

採

択

クク

継
続
審
査

採

　

択

ク

議
　
員

一
原
案
可
決

ク ク / / クク / / ク/ / / / / / / / / / ク
団  個

体  人

/ / / / / / / / ク/ / / /

/ / / / / / / / ク/ / / / / / クク



一 市議会だより ４

3月定例会の一般質問は、3月 13日 ・`14日に行わ

れ、石野議員、川畑議員、深谷議員、岡(泰)議員、

野村議員、岡尾議員、山本議員、柏子議員の8名

が市政各般にわたり質問を行いました。

(質問と答弁の要旨は次のとおり)

Ｑ

報
簾

雅

鮮

雅

桁
駒
力ヽ 改

で
、

①
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム

の
確
立
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

②

行
政
運
営
の
質
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
ど
う
図
る
の
か
。

③
適
正
な

人
員
管
理
を
ど
う
行
な
う
の
か
。

Ａ

抱
鋪

朗

錦

羅

鵡

噸
均

醐

ら
れ
た
人
員
と
予
算
の
中
で
実
施

す
べ
き
政
策
の
選
択
を
図
る
と
と

も
に
、

組
織

・
機
構
の
見
直
し
、

行
政
運
営
の
公
正
さ

。
透
明
性
の

確
保
な
ど
時
代
の
要
請
に
応
じ
た

事
務
手
続
き
の
簡
素
化
、

効
率
化

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
新
た

な
時
代
の
流
れ
に
対
応
で
き
る
創

造
的
能
力
を
有
す
る
意
欲
あ
る
人

材
を
育
成
し
、

責
任
体
制
の
明
確

化
、

意
志
決
走
の
迅
速
化
な
ど
に

よ
り
、

総
合
的
な
組
織
力
の
向
上

を
目
指
し
た
質
の
高
い
行
政
運
営

を
図
る
こ
と
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

③

定
員
管
理
の
適
正
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、

住
民
の
福
社
の
増
進
を
図

る
た
め
、

地
方
自
治
法
の
基
本
理

念
に
則
り
、

地
方
公
共
団
体
が
自

ら
の
権
限
と
責
任
に
お
い
て
適
正

に
行
な
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

Ｑ

埴
鞠
つ
帥
唯
練
な
雄
耽

棚
瓢

税
増
税
、

医
療
制
度
の
改
悪
、

特

別
減
税
の
廃
止
で
市
民
に
多
額
の

負
担
増
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
な
か
、

市
の
公
共
料
金
の
値

上
げ
を
見
直
す

べ
き
で
は
な

い

か
。
ま
た
歳
出
の
削
減
を
図
る
と

い
う
観
点
か
ら
、

借
金

（起
債
）

を
減
ら
す
、

県
営
事
業
負
担
金

（河
内
川
ダ
ム
建
設
に
か
か
る
負

担
金
）
を
減
ら
す
こ
と
の
二
点
を

提
案
す
る
が
ど
う
か
。

Ａ

帥
嘲
翻
時
軸
虹
ω
雌
耽

碑
蜘

月
か
ら
消
費
税
が
三
％
か
ら
五
％

に
改
正
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
施
設

の
維
持
管
理
費
が
増
加
す
る
。

②
行
政
改
革
大
綱
で
使
用
料
等

に
つ
い
て
は
、

受
益
者
負
担
の
原

則
に
た
ち
三
年
サ
イ
ク
ル
で
見
直

し
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

③
国
の
手
数
料
令
も
全
面
的
に

見
直
し
さ
れ
て
い
る
。

④
長
期
に
わ
た
り
改
正
が
行
わ

れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
等
で
、

今
回
見
直
し
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

施
設
の

維
持
管
理
に
は
多
く
の
費
用
が
か

か
っ
て
お
り
、

当
然
改
正
さ
れ
た

消
費
税
率
に
よ
り
管
理
経
費
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も

し
、

見
直
し
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
、

そ
の
上
乗
せ
さ
れ
た
経
費
を
市
民

の
方
々
の
税
な
ど

一
般
財
源
で
も

っ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

負
担
の
公
平
性
か
ら
、

特
定
の
利
用
者
に
便
益
を
供
す
る

こ
と
に
よ
り
受
益
を
受
け
た
方
々

に
必
要
な
経
費
の
負
担
を
願
う
の

が
、

利
用
し
な
い
方
の
税
な
ど
で

ま
か
な
う
よ
り
公
平
性
が
保
た
れ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

借
金
を
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
い
う
ご
質
問
で
す
が
、

た
と

え
ば
現
在
計
画
中
の
老
人
保
健
施

設
に
い
た
し
ま
し
て
も
起
債
に
頼

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ

り
、

後
進
の
方
々
か
ら
も
応
分
の

負
担
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ダ
ム

建
設
の
負
担
に
つ
き
ま
し
て
も
、

日
鳥
少
年
自
然
の
家
に
つ
き
ま
し

て
は
上
中
か
ら
水
を
い
た
だ
い
て

い
る
の
が
現
状
で
す
し
、

田
鳥
の

集
落
排
水
に
つ
い
て
も
上
中
か
ら

ご
支
援
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

水
の
問
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、

将
来
を
見
通
す
中
で
水

対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
願

い
ま
す
。

Ｑ

肺
爛

鞭

顕

一
絆

睦
麒

院
に
併
設
さ
れ
る
運
び
と
な

っ
た

が
、

こ
れ
に
よ
り
九
十
台
分
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
る
こ
と
に

な
る
。

今
日
、

施
設
と
駐
車
場
は

一
体
の
も
の
で
あ
り
、

利
用
者
の

立
場
に
た

っ
た
駐
車
場
の
確
保
が

迫
ら
れ
て
い
る
。

将
来
的
な
駐
車

場
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
お

尋
ね
す
る
。

Ａ

搬
詐
の
野
張
嘲
北
幌
ａ
獣

郵

市
町
村
の
合
意
を
み
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
が
、

駐
車
場
問
題
に
つ
き

ま
し
て
は
公
立
小
浜
病
院
内
の
検

討
委
員
会
は
も
と
よ
り
、

病
院
と

構
成
市
町
村
間
、

ま
た
市
の
庁
内

検
討
委
員
会
と
幾
度
と
な
く
論

議
、

検
討
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
い
く
つ

か
の
案
が
出
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、

最
終
的
に
は
病
院
周
辺
に
あ

る
市
営
駐
車
場
を

一
般
利
用
者
と

併
用
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

料
金

体
系
に
つ
い
て
は
小
浜
病
院
構
内

の
駐
車
料
金
と
統

一
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
小
浜
病
院
に
最
も
近
い
大
手

第

一
駐
車
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

通
院
さ
れ
る
方
が
利
用
す
る
時
間

帯
に
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
、　

一
般
利
用
者
に
対

し
通
院
者
優
先
に
つ
い
て
の
協
力

依
頼
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

通
院
の
息
者
さ
ん
や

市
営
駐
車
場
ご
利
用
の
皆
様
に
は

多
少
の
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

諸
事
情
を
ご

理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


